

















サタモ   テ エタ、 アコ。 エカシ ウクラ、 ソン ノ パセ 、 コロ シ ンリツ ウタラ コ。 ウバシ クマ ネ ワ 
SatamIlo:leeta,akorekaslutar,sonnop 在 Se,kor l rdtutarkorup さ hun Ⅱ anewa
エカシウタラ イ ェ ランケ・イソイタク ヘ ネ ヤ ウ パシクマ ヘホ ヤ、 エアニ カ エヌ、 アムキ ラ ? 
ekasiutaryer 皿 ke,jsoyt 荻 heneyaup 俺 ㎞ maheney も e ㎝ikaenu,amkiira? り 
   クヌ ルウェ ウン。 
K: ㎞ numweun  
   フン、 ヤクン クイ ェ 。 エコロエカシウタ ラ カ イ エ ハウェエヌ プ ネクス、 クコ 。 エカシ エネ 
S:hn,yakI ⅠⅠ㎞ lye. ekorekasiu 億 Ⅰ kayehaweCnu  p  nekusu2), ㎞ 止 orek ㏄ iene 
ハウェアン ヒ クイェ チ キ ス 八二 ! 
5@hawean@hi31@kuye@cild@nu@hani1 
コ : エ 。   
K: e. 
サ : ハウェ エネ アン ヒ、 クコロ エカシイソイタクハウェエネアン ヒ、 
S:haweenean ㎡ ,kukorekasllsoytak  haweene 荻nm 廿，
「アコ。 シンリッウタ ヲ 、 ナマタタ マク タコ ロ エカシ オ ルシペ 、 エネ ウ パシクマ ハウェ オカ ヒ、 ナ 
"akorsmnntu ぬ r, amak ぬmaktakorekasomspe,eneupas ㎞， lmahaweokahl,na 
ウイ 7 ク タ、 フエウバシ クマ カ キ ワ、 ェネ モトコラン ワ オカ アンカ トゥ、 アエタバシ クマ カ キコロ 、 
uImak ぬ ， aewpash ェ maka ㎞ wa,enem0tokor'aIlwaok 仰 Ⅱ ka 憶 ， aewp 俺k Ⅲ naka ㎞kor, 
オトゥサスイ シリ オレ サスイシリ チヱオ マレ、 アサン ミッポ ウタリ、 コチ ャスフコロ ウシケ カ ナ カ ク ニアラム 
l0otusasuyslroresasuyslrc 壱 <Om 町e,asa 打打 nlppou 榛 Ⅱ,kocanlupkofuskekaokakunl 打札 n 丘 
クス タン タ フ、 ウバシ クマアン、 チキ ヌ ヤン。 」 
kusu  tast 叩 4),up ㏄㎞m 旭 n,dild5)nu  y ㎝・ " 
セコ U 、 アコロー r, カシウタラハウェ オカ コロ、 イバシクマハウエ・ -1- ネ アン ヒ セコロ クコロ エカシ 
sekor ， akor‘kasi「tar”aweoka〔or ， ipas uma”awe‘ne‖n”i《ekor〔ukor‘kasi 
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(8) 私たちの起源 
平賀 サダ ( サダ モ ) 
サダモ : 昔、 私たちのおじいさんたち、 本当に立派な 先祖たちの言 
い伝えとして、 おじいさんたちがよく 語っていたお 話だか言い伝えたか 
を 、 あ なたも聞いたことがあ る ?l) 
り テープでは enu,pe 
ne Ⅲ we 舌イて 正 J と f エヌ 、 
ペ ネ ルウェ だべ ? 
K : 聞いたよ。 ( 聞いたのでしょう ?) 
と 日本語をまぜて 言っ
サダモ : ふ うん、 じゃあ 言うよ。 あなたのおじいさんが 語ったのを聞いた て るが、 後日、 語り手自身 テープ 
を 、 あ なたが聞いたのだから、 私のおじいさんがどういうふうに 言った が、 よかったと訂正した。 この 23 に言えば 
2)enuko 佃 ci,e 皿 ka 
か 、 私力汚古 すから聞いてね。 enu . ‥エヌコラチエ 
アニカエヌ・．． < あ な
K : ええ。 たが聞いたように、 あ 
なたも聞いた．‥ ) と言 
サダモ : つまり、 こうなんだよ。 私のおじいさんが、 こういうふうに いかけて言い 直してい 
る 。 
話したんだよ。 3) 子音 n ン のあ と 
で h は落ちて、 ene 
hawean ㎡エネハウエ 
「私たちの先祖たちが、 もっとずっとずっと 遠い昔の古老の 話を、 アニ 下同様。 と 発音される。 以 
どういうふうに 語り伝えてきたかを、 次々に 何化 にもわたって 語り伝え 
て、 私たちの起源はこうなんだということを、 次々に語り伝えて、 二十 4)tap 言っているが、ぬ p タフタ 後日、フと 語
代 にも三十代にもわたって、 子孫たちがそれを 聞いて、 参考になること り手 自身が訂正した。 5)cik チクと言 つてい 
もあ ると思うから、 語り伝えるから 聞きなさい 0 」 るが、 後日、 語り手自身 が 訂正した。 なお C@ 
チク は道東方言の 形で 
































































この私たちの 国、 と言っていますけれども、 アイヌの国だけのこと 
を言うのではあ りません。 ずうっと遠く 内地のでも、 外国人の国 D でも、 
世界じゆう、 もとは地球上全部が 海になっていました。 沼になっていま 
した。 そして、 どこもかわいた 所はあ りませんでしたが、 上天の、 天の 
国造りの神が 降りて来て、 
「こんなふうに、 世界じゅう海だけで、 陸地がなくて 海だけだった 
ら、 何もふやすこともできないから、 国を造らなければならないなあ 目
と思いましたので、 国造りの神が 天から降りて 来て、 陸地を造 
りました。 そして ず うつと和人の 国でも、 外国人の国でも、 この 
私たちの国 ( 北海道 ) でも、 世界じゆうを 造りました。 世界じゆうを 




と思 、 いましたので、 このアイヌの 国を守る神を、 このアイヌの 国 
で アイヌの国を 守る神はポロシリ 岳に城をもつようにと、 考えて造り 
ました。 
それから、 和人の国を守る 神は、 和人の国に火 mがあ ったの 
で、 その山のてっぺんに 城をもって住むように、 国造りの神は 仕 
事をしました。 それから、 国造りの神は 行って、 ずっと遠い所へ 
行って、 ほんとうに遠い 外国人の国にも、 あ ちこちに、 国を守る 
神を 、 造っていきました 0 
6) sisam シサムは ア
イヌ ・ウイルタ・ ニプフ 
等 以外の、 日本多数民 
族 をさし、 よく「和人」 
と 訳されている。 
SiSam moS 廿 シサム 
モシリ は文字どおりに 
は 「和人の国」。 北海道 
で @2 「内地」とも 言う。 
7) 「 epunkur レフ ンク 





8j si5am kotan ne
yakka シサムコタン 
ネヤッカ ( 和人の村で 
も ) と 言 い かけて言 い
直したⅠ 
9)@tan@aynu@mosir@ta 
肛 ⅥⅡ ne タンアイヌ モ




10 7.@ 9@ v,@ 7@a@a@ ， E ・> ・ )@ @@ +@@?@ a@>@ -?@ @?@+@ @@ ・ y ・ , ，ey ， J@ -1-7 ， @@@@@@ *A ， f 、 @7@ t:4. 
orowa,@tan,@akor@mos@@   ne@yakka,@uusa@uusa,@mosir@epunkine@kamuy,@kar@hine 
オラウン   カント オ ロ ウ " ノ タネ オケ レ      ク二 ラム コロ       ルウェ   アクス   オロワ   タ " ノ  
oraun ， kanto@or@un@tane@okere@humi@ne@kuni@ramu@kor ， arpa@mwe@ne akusu ， owa ， tan ， 
アコ ロ モシ リ ネ チキ、 シサム モシリ ネ チキ、 トオ プ レ フ ンクル モシつ み チキ 、 オロ タ フンキネ 
akormosl Ⅱ neclki,sfs 荻 nmoslrnec 正 Ⅱ tooprepun Ⅱ u Ⅰ moslrneclki,orotapunkl Ⅱ e 
カムイ ウタ ヲウサウサア コロルウェ ネ コ 。 力 、 オピツタ ウ コラムコ ロ 、 ウイタク ヌ ハウェ エネ アン ヒ 。 
k 町コ uyutar  usausaakorruwenekorka,opl れ aukor 簗 mkor,ullaknmu  hawweene 荻 hi 
「タン モ シリアカ ヲ 7  オ ロ タ 、 アオ カ カムイ ブネワ、 オカアンアイ ケ クス、 アイヌ カ イサム。 
  "t れ Ⅱ moslrakarwaorota,aok 乙 k 町 muy ㎝ewa,okaan  aykekulsu,aynu  kal ㌫ 町 Ⅱ・
ネプカ イサム ノ、 キ キリ ネ ロ ク ペコロ 、 ウサ カメ ア シ ネ ロ クペコ 。 バテ ク ア カラ ワ アイコ ホツバ 
nepkals れ Ⅰ n  no,uki 丁 ne Ⅰ okpekor,usak ㎝ ne れ紐 ne ィ 0k  pek0 丁 pa 俺 k  aka て wa 田 k6hoppa 
アイ ケ クス、 マカ ナク ネ クシ エ ネ ネ ヒ アン、 エ不 アラム ヒ カ イサム クシ、 ヘタ ク モシリカ ラ フ 
ayke ㎞ バu,mak 肛lak  ne ㎞ lsenenehI 町 ene 荻抽丘 hlkals ㎝Ⅱ kus,het 曲 mosl 丁 k町 wa 
イコホツパ カムイ ネ ア クス、 アイヌ カ カ ヲ ワ イコレ ク ニ ヒ 、 アエコラムコ D ヒケ ? 」 
ikohoppa@kamuy@ne@a@kusu,@aynu@ka@kar@wa@ikore@kuni@hi,@aekoramkor@hike?" 
セ コロ カネ ウ コラムコ。 ルウェ ネ 。 ウサ ウサ モシリ エ フン キネ カムイ オビ ッタ   
s0korkane ukoramko イエ uwe ne. usausam0slT epunklnekamuy opltta, 
ウ コラムコロ ルウェ ネ 。 ヒネ ウ コラムオシマオシマ。 
l0uko Ⅱ n 館 氏ormwene. hfneukoramuosmaosma. 
ヒ ネ オラ スイ モ シリカフカムイ エタン、 ソンコバイ ェレ ハウェ エネ アン ヒ、 
ruineorasuymosir-k 町 -k 町 muyeuun,sonk(opayerehaweene 町 l Ⅲ ， 
「 モ シリ アカ ヲ ワ アイコ ホッ バ ヤ ッカ 、 オロ タ アイヌ カ イサムヤクン ウェン ワ クス、 アイヌ 
‥ moslr 叫 くあ irwa ㎡ lkohoppayakka,oro ぬ aynukals 町 myakunwenwakusu,aynu 
アカ ラヤツカ ピリカ ヘ キ ヤ ? 」 
ak 荻y 曲 ckaplrkaheklya?" 
セコロ ソンコアンパ ルウエ ネ 。 
seko ブ so 庶o ㎝ pamwene. 
アクス、 モ シリカラカムイ エネ ハウェアン ヒ、 
荻 ;usu,moslr-kar-k 町 muyenehawe 皿 ml. 
「ハウェ ネ ヤク ン 、 アイヌ、 エチカラ マツカ ピリカ ハウェ ネ ワ Ⅱ 
‥ haweney 杣山 n,aynu,ecik 牡 y 杣こapirkahawenewa." 
セコロ カネ ハウェアン。 
sekorkan)ehawea Ⅱ． 
ヒ ネ オラウン、 スイ 、 タ モ シリ アコ ホツパ 、 モ シリ アカ ヲ ワ アコロ パ ン カムイ ウタラ スイ 
ruineoraun,suy, 宙 moslra 丘 ohoppa,mos1 イゐ k 打 wa  ako Ⅰ p打 ek ㎝Ⅱ uy  ut 打 suy 
ウ コラムコ D 。 
ukoramkor   
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そして、 この私たちの 国でも、 いろいろそれぞれ 国を守る神を 造っ 
てから、 天 へ、 もう守り神造りが 終わったようだと 思って、 のぼって行 
きました。 すると、 それから、 この私たちの 国も、 和人の国も、 ずっと 
遠い外国人の 国も、 そこにいて守ってくれる 神々をそれぞれ 持ったの 
でしたけれども、 みんなが相談し、 次のように話し 合いました。 
にの国土ができて、 そこに私たち 神々がいたとしても、 人間がい 
なくて、 何も い なくて、 空 けらか何かみたいな、 化け物か何かみたいな 
ものばかり造って 置いて行かれても、 どうにもならない、 どうしようも 
ないから、 さあ さあ 、 国を造って置いて 行ってくれた 神 だったのだか 
ら、 人間も造ってくれるように 相談したらどうだろう ? 」 
???????? ?? ?? ??
??
? ?? ?? ??
??
? ?? ?? ??? ?
，?。??、???






そして、 それからまた 国造りの神のところへ 使いをやって、 こう言 
いました。 
「国をお造りになって 私どもにお残しになりましたけれども、 そこに 
人間がいなければ 困りますので、 人間を造ってもよろしいでしょうか ?」 
と 使いをやって 問い合わせました。 
すると、 国造りの神がこう 言いました。 
「それなら、 あ なたがたで人間を 造ってもいいですよ。 」 









「ハウエ ホ ヤクン アイヌ アカ ラ ヤッ カ ビリ カ ハウエ ネ コロ 、 フン タ アニ ア カラ コ 。 ピリカ ? 





























































「それでは、 人間を造ってもいいのでしたら、 何で造ればいいで 
しょうか ?7 石で造れぱいいでしょうか、 木で造ればいいでしょうか ? 」 
と 、 もういち ど おうかがいをたてました。 
すると国造りの 神は、 
「石で造ったら、 欠けても割れても、 くっつくことができないし、 
自分で歩くこともできない。 伸びることもできないでしょう。 実がなる 
こともできないし、 花をつけることもできないから、 木で人間を造れ 
ば、 根が一本なくなっても、 枝が一本なくなっても、 どこかに傷がつい 
ても、 すぐになおることができるでしょうから、 木で人間を造りなさ 
10)k 打ン館カ ヲヤン 
が 続けて発音されて 
k 酊肛 @ カランとなって 
いる。 
レ @0 」 
と言いました。 そうして、 国を守る神々は 口々に、 そのとおり、 そ 
のとおりと言って 賛成しました。 そして、 人間を造るのに、 木で造りま 
した。 
「なんの木で 造ろ うか ? 」 
と言って、 みんなで一生懸命に 考えました。 しばらく考えてから、 
ふと見ると、 国が造られたところに、 遠い海の向こうの 島に、 小さなハ 
ル ニレ の木が一本あ りました。 そのもとが何だったのかは、 神々にわか 
りませんでした。 
しばらく見ていて、 とうとうその 素，性がわかりました。 国造りの神 
がくわを持って 、 国を造ったのでしたが、 国を造り終わってから、 その 
自分のくわを 忘れて、 天の神の国にのぼって 行ってしまいました。 その 
く ゎ は 、 尊い神力 阿支 ったものだったのに、 くさって土のちりになってし 
まうわけにはいかないので、 根が生え、 枝力 ㍉ 申び 、 葉が繁って、 小さな 
木になったのでした。 たいへん美しい 木になりました。 
すると、 それから、 その人間を造りたがっていた 神々が相談して、 
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チ クニ．エタン、 トゥイパパ ワ オロ ワノ 、 アニ アイヌ アカ ラ ヒ ネ イラム 7 カ カ アイヌ ノカ フカラ 0 コ。 
cikunl, ㎝ n,tuypapawao ィ COw ㎝0 ， ㎜ aynu 荻打 nineI ⅡⅡⅠ nak ㎝adcaaynunokaak 荻 ・ ko て 
オ ラウン、 エネ ネ ワ イタク クニヒ 、 エネ ネ ワ ソンコ コ D エアシカ イ クニヒ、 ； ム イ オピッタ 
oraun ， ene@ ne@ wa@itak@kunihi,@ ene@ ne@ wa@ sonkokor@easkay@ kunihi， kamuy@ opitta 
エウ コラムコ。 ワ、 エウ コラムコットゥル パ ワ オ ラノ、 アカ ラ アイ ネ アイヌ ウ ワシ テ カトウ ネ ヒみ 、 アイヌ 
ewko で㎞ o イ wa,ewkor ㎞ot 蜘 awao 丁 ㎝ 0, 荻 a Ⅰ ayneaynuuwastekatunehine,aynu 
アナク ネ ボロン / 、 オカ 。 
皿 a ㎞ epo Ⅰconno,oka   
オロワ ノ アイヌ オハオ カ ワ ウ コ Il J@ アイ カプ クシ、 レ フ タ アトゥイソ カ タ、 アロ クテ カムイ 
  orow 町 D  aynuohaokawa 田の reaykapkusll), ァ neptaatuysokata, 肛 oktekmuy 
シンナ、 キム ウン イウォ 0 タ フロクテ カムイ シンナ 、 ペ ネ クス、 レ フ、 ノソカ タ プ ロ クテ カムイ オロ 
slnna, ㎞ munlw0 丁 taarok 梧 ㎜ uyslnna,penekusu, Ⅰ epunsokataa Ⅰ oktek ㎝uyo ァ 。 
ワ マッコ ロ ヒケ マッコ D 、 アマッコ ン ヒ ケ アマッコ ン 、 キム ウシ メ トッソ カ ワ 、 キム タ ン モシリ 
wam ぬ k0 ⅠⅡⅡ kematkor, ㎝ na 山orel Ⅱ ke 町 natkore,l こ m ⅡⅡ metotsokal2)wa,l 己 munmoslr 
   アマッコ ン ヒ ケ アマッコ ン  カムイ オ ロ       オロワ / ウ ワシ テ     アイヌ    レフ ンクル 
wa,amaToreh 瓜 amaTore,kamuy  0rwaM  waorow ㎝ ouw㏄tep,aynune.repu 億 ur
ネ ヤッカ、 イナン ウタ ヲ ネ ヤッカ アイヌ モトホ アナク、 セコ。 ネ ワ モト コ D  ワ ウビラシバルウェ 
ney   a,ln ㎝ ut 師ney 燕 aaynumotoho 皿荻 ， sekornewamotok0Fwaupl Ⅰ a5pamw0 
本 。 
m0 ne  
ウビ ラ・ンパ ルウェ ネ ヒみ 、 オロ ワノ、 レ フ、 ノクル セコ 。 ウイ エ ヤ ッカ 、 サウンクル セコ 。 ウイ ェ 
upiraspa［we］e”me ， orowano ， r punkur《ekor「ye【akka ， yaunkur《ekor「ye 
ヤッカ 、 アイヌ モトホ アナク シネ プ ネ コ 。 力 、 ウ ワシ テ カ トタ ンプ、 ノ イウォ ロソ 、 アトゥイソ カ ワ 
yakkal 簗 ， aynumo ちり h0  ana Ⅱ 帥 nep  nekorka,uwastekam  穫 pun Iw0rs0 ， amys0  kawa 
ウ ワシ テ ヒケ ネ / 、 ウ シンナイノ アイヌ ネ ヤッカウ シンナイノ カッコ ロ 、 キム ン イウォ ロソ カ ワ 、 
uwastehlken さ no,uslnnayno aynuney 荻山 auslnnaynoka 化 r,㎞munlworSokawa, 
ウ ワンテ ヒケ 、 ネ /  ォカ 、 ネノ アイヌ ヵトゥフ ヮ / 、 ォヵ 。 
uwastehlke@n さ nooka,n る oaynuka ぬ huw 旭o,oka. 
ナ エ ウサイネ エウサイネ、 オカ カムイ オロ ワ、 アウワシテレ フ アイヌ ネ ワ クス、 ウネ ノ 
  naewsayneewsayne,okakmuyorowa,auw 在 s 也 Ⅰ epaynunewakusu,uneno 
アイヌ ウネ ノ ンフ ンクル ネ チキ 、 サウンクル ネ チキ 、 サ モルンクル ネ チキ 、 ウネ /  ウネ / 、 オカ 
aynuuneno ブ epun 女urnec 廿こ ， yaunkIl Ⅰ nec 廿ぜ， s ㎝ nomnku Ⅰ neclkj,unenouneno,oka 
ヤノカ、 オヒノタ オヒノタ ウ不 ノ ウ 不 / 、 カトゥ オカ カ   /モ    ナン カ   ゥフ カ ノンナイ /  オカ 。 オ ， 
y 燕 a,op 血aop 下 aunenouneno,kam  okakasomoM.n ㎝ ka 価 ukasi 皿 ayn00ka.os 
カト ゥ フ カ シンナイ /  オカ 。 オロ 7  ス イ 、 アイヌ セコロ ハ ワシ ャッ カ 、 キム ン イウォ ロソ イウォ ロソ ； 
ka 抽hukaslnnayno  oka.orowasuy,aynu  sekorh ゑ wa5y 杣こ ,klmunlwor olworsoka 
  カムイ メ / コ アサンテ ヒネ  アコンパ ヒケヘ 、 ソン / アイヌ モトホ   3 ト ム  アン   
wakmuymenoko  ㏄卸tehine, 燕 or 色 pah 正 ehe,sonno  aynu  motoho  nekotom, 皿 wa 
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その小さな木の 枝を切って、 それから、 それで人間が 造られ、 すばらし 
くきれいに、 人間の姿が造られました。 それから、 なんとかして 言葉を 
話すように、 意思を伝えることができるように、 神々が相談し、 お互い 
に考え合いました。 そして、 あ れこれやって、 とうとう人間がふえたわ 
けで、 人間は大勢になりました。 
それから、 人間どうし、 お互いに一緒になることができませんか 
ら 壌 、 沖の方、 海の向こうにいる 神は別にいて、 山の奥にいる 神は、 ま 
た別にいるのですから、 沖の方にいる 神のところから、 妻をもらう人は 
もらい、 妻を与えられる 人は与えられて、 mのずっと奥から、 山の国か 
ら、 神から妻を与えられる 人は与えられて、 そうしてふえたのが 人間で 
す 。 外国人も、 どの民族も、 人間の起源は、 このようにして 始まって 、 
広がったものなのです。 
広がつて、 そうして、 外国人だ、 日本人だと言い 合っても l3) 、 人間 
の 起源はひとつなのです。 けれども ふえ 方は、 海外の方、 海の向こうか 
ら妻をめとってふえた 者はそのように、 異なって、 同じ人間であ っても 
異なった外見をしており、 山の奥から妻をめとってふえた 者は、 そのよ 
うになっています。 人間の姿からして、 山の入らしくなっています 0
まだいろいろ 違った神によって、 人間はふやされたものですから、 
同じ人間だといっても、 同じ外国人とか、 本国 9ゴヒ 海道 ) の人とか、 内地 
( 本州 ) の人とか、 同じ人間どうしであ っても、 みんながかんな、 全く同 
じ 姿 かたちをしているわけではあ りません。 顔つきも違っています。 後 
ろ姿 ( 体つき ) も違っています。 それからまた、 人間といっても、 山奥の 
方から女神をよこされて 与えられた者は、 本当にアイヌの 起源のようで 
l1) ハル ニレ から作ら 















13) ふつう yaunku 「 
サウンクルは 北海道の 
人 、 アイヌをさし、 
repunkur シ フンクル 
は 海外の人、 外国人を 
さす。 ここの場合は 語 
0 手 サダモ さん自身 
が 、 yaunk 町ヤタンク 
ルを 日本人、 叢 pu@ 山ur 
シ フンクルを " アメ   
力人 " と 説明している。 
クス、 エタカ スレ プリ ヵ シェフ ケ ヒケ カ オカ 。 エタカ スレ、 2 7 ウシ ヒケ カ オカ 。 ヌクシ ネ 
kusu,et 杣 tasurepu 己 ㏄slyupkeh 化 kaoka. 帥柚恭 u ァe,numaushlkekaoka.nu ㎞ rmne 
クス オ カイ ベ 、 キム ン イウォ ロソ カ ワ アマソコンパ カムイオロ ワ アマ ツ コ ンバ ヒケ 不 。 オラウン 
kusuokay 四 .kimunlworsokawaama 化 orepak ㎝ myo ブ 、 Wa 皿 atkorepahlkene.orau Ⅱ 
アトゥイソ カ ワ アマッコンパ ヒケ、 イ ポロ レ タラ クシ オカ 。 ケ ウェル プ ネ クシ オカ 。 エタカ スレ 、 
atuysokawa 荻 ma@korepah 山 e, Iporore 億 rkusoka. kewerupnekus oka. etalk㏄ ure, 
シンナイ / カ トゥ オ カイ ベ ネ ルウェ ネ ワ、 ウ シンナ トイネ アイヌ モトホ ，ンユ サライ エ 。 
smnnaynoka 憶 okaypeneruwenewa,usjnnatoyneaynu  mo 田 ho  si 氾  肛aye  
目 テ ルウエ ネ アイネ、 マカ ナク ネ ワ 、 ネ ナンコラ、 レ フ イソ 、 トオ プ レ フン モシリ ワ 、 
  klmwene  ayne,mak 町 la4cne  wa,ne  n卸 nkora,repuyso,toop  repun  moslrwa, 
タ パン アイヌ モ シリー @  セコロ ハ ワシ ャッ カ 、 エト コ ワ ノ アイヌ モシリ タ オカイ ペ カ 、 
tapa Ⅰ laynu  moslrl4)--@  sek0 丁 hみwasyakka,etoko  w8%)o  aynu  moslr ぬ 0kay  pe  ka, 
ア モト オ ロケ 本 バ   ソ モ   コロ 力、 トオ フ  ン フン モ シ リ    チポ        不プ     
amot6orke151@nepa@ka@somo@ki@korka ， toop ， repun@mosir@wa ， cipo@he@ne@ya,@nep@o@wa 
・ ンユサチ セリ フ、 アイヌ ネ ワ、 ト オ フカ ラプト ワ / 、 シッ テ クサム コロ 、 アラキ ヒ不 、 タン アイヌ モシリ、 タ 
slyus ㏄ あ n  p,aynunewa@toopK 荻れ ptow ㎝ no,sln 比 Ⅱ s 町mkor, 肛klhmne,t 打 naynumoslr, ぬ 
オシッチウタラ オ カ ヒケ オヵ 。 
osi しiwt 打aokahtkeoka   
ナ ・ンラッカラパ ワ、 ウチ ペクサ ワ 、 シラッ カラバ ワ 、 ト オプ シサム コタン オパイ ェ ヒケ 
  nasIrakk 師 rpawa,ucIpekusawaslraalikk 飾 pawa, toopslss 繍 nko ぬnopayehlke 
オ パイ ェ ワ 、 エネ オ ロタオカ エアシカ イヒネ / 、 アプリコレ パ エネアプリコレ パ ヒ ネ クス、 オロ タ 
opayewa,eneo 正 0taokaea5kayhln 色 n0 ， apu 血 orepaeneapu 血 o 下 epa ㎡ nekusu,oro ぬ 
エ ネ オカ ワ イ ベ エアシカ イ クニヒ 、 アエバカシ スバ コロ オカ ロ ク アイネ、 オロ フ ス イ 、 ナ シンナイ / 、 
eneokawalpeeask め y ㎞ lnlhl,aep 百 Ⅱ asnupakoroka ィ   aソ ne,0rowasuy,naslnnayno, 
シネ モトコロ ヤ ツカ、 ウサトイ ネ /  カト ウフ ァカ ヲ ロク ベ 、 アイヌ サピ キリ ネ ロ ク ヤッカ ヘトポ 
slnemotokoryakk 礼 usatoynenoka 憶 hu  ak 打rok  pe,aynu  sa円山 irne ヰ ok  yakkahet0po 
ウ コイ キ   ベコロ   ウ コ トゥムウエン   ベコ ロ     クス、 シ フンクル オロ    ア ラ キ ヒ ケ  アラキ 
ukoyki@ne@pekor ， ukotumuwen@ne@pekor@ki@wa@kusu ， repunkur@or@wa ， arki@hike ， arki 
チコ ラ ウキ   ア ラ キ ヒ ケ アラキ   ソ モ ヒ ケ ソ モ    シノ・ ソ クス アラキ ヒ ケ アラキ   ナニ 、 シサム 
l5corawklwa 打 klhlke 鐙 ㎞， somohikesomono,sinotkusu 肛 kih Ⅲe 町 klhinani,sisa 皿 
モ シリ タ 、 オシ ロク ヒケ オシロ ク ワ、 オロ ワノ オカ ロ ク アイ ネ ウ ワンテ カ トゥ、 79 パ アイ ネア が くイ キリ   
mos 肛 ta,oslrok ㎡ keosl ブ okwa,o ィ 0w 町 l00karokayneuwastek な拍 ， 荻 paayne ㎝ pa 化土 n, 
アイヌ ホ ヤ ッカ アイヌ ネ ロ ク ベ ヤイ モト オ D  エ ランベ タテク 。 
aynu  ney 批 aaynune Ⅰ ok  peyaymotoo で e旧 mpewtek. 
ネ ヤッカ イタク モトホ イタク セレ 7 カ アナク み 、 アイヌ イキリ ネ クス ウネ /  イタク 、 ポロ 
neyakkaltak  motoho  I は k  sennnakaanakne,  aynu  lkj ァ nekusuu Ⅱ leno  ltak,poro 
セレケヘ、 ウネ ノ イ    アン ナン コロ 。 ヤッカ 、 ウサトイネ、 シユ サライ エ ワ クス、 ウ コイ キ カ キパ   
se 旺 kehe,uneno  it 杣 [町 ln 町化 or.y 出山 a,u5atoyne,siyus 打 aye  wakusu,ukoyH  kakipa, 
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すから、 特別に気の強い 者もいます。 人並み以上に 毛深い者もいます。 
とても色が黒い 者は、 山奥から神に 妻を与えられた 者です。 それから、 
海外の方から 妻を与えられた 者は、 色がとても白いのです。 体がとても 
大きいのです。 特別に違った 様子をした者です。 こうして別々に 人間の 
もとが分かれたのです。 
そうして、 どういうわけか、 沖の方、 ずっと海の向こうの 国から、 
このアイヌ・ モシリ l4 光一と言われていますけれど、 私たちの先祖は l5) 、 
初めからアイヌ・ モシリ に住んでいたわけではあ りません。 けれどもア 
イヌは、 ずっと遠く外国から、 舟にでも乗ってか、 何かに乗って 来て散 
らばったのです。 遠くカラフトから 海岸づたいに 来て、 この北海道に 落 
ち着いている 者もいます。 
さらに北海道を 通り越して、 一緒に舟に乗って 来て、 北海道を通り 
越して遠く内地の 方へ行く者は 行きました。 そして、 どこでも、 行った 
所で暮らすことができるように、 その土地での 生活のしかたに 合わせて 
神から造られていますから、 そういう造られ 方ですから、 そこでどう 
やって暮らして 食べて い くことができるかということを、 神から教えら 
れながら暮らしていました。 そうしていて、 それからまた、 それとは別 
に、 起源はひとつでも、 いろいろ姿を 違えて造られたもの、 人間の子孫 
はそういうものだったのですけれども、 また逆もどりして、 戦争みたい 
に、 いがみ合うみたいにしたために、 外国から来るものは 来、 攻めて来 
るものは攻めて 来て、 そうではないものはそうではなく、 遊びに来るも 
のは 遊 ぴに来て、 すぐに、 日本にひっかかるものはひっかかって、 それ 
からずっと住みついて、 ふえてくると、 先へ 先へと進んで行った 連中 
は、 アイヌではあ っても、 アイヌだったものが、 自分の系統がわかりま 
せん。 
それでも言葉の 起源、 言葉の奥にあ るものは、 人間の系統ですか 
ら、 同じ言葉、 大部分は同じ 言葉を話すでしょう。 けれども、 ばらばら 
に分かれたために、 けんかもします。 けんかしながらでも、 お互いに 夫 
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14) Ⅱ ヒ海道のこと。 
15) ㎝e ‥． アネ ‥．と 
言いかけて言い 直して  
コ ロ ネ ヤッカ、 ウウォ ロホカリンパ ウ コ 。 、 シサム コタン、 セコ。 ハワシ で ッカ 、 モトホ アナク   
korney 弘大 a,uw0rohok 町 Ⅰ npa  ukor,sisam  kot 荻 ㍉ sek rh 乙 wasy 杣山 a,motoh0  ㎝ lak, 
アイヌ シ / オ ホシキ ノ アラキ ヒ ネ ワ、 オカ ロタ アイネ、 アイヌ ネ チキ 、 ンサム ネ チキ ン フ ンクル 
aynusinoohoskin0%Mhlnew 軋 oka Ⅰ okayne,aynuneciklsis れ Ⅰ nneclkl Ⅰepun 氏uF 
ソン ノ ンフ ンクル ネ チキ 、 ウウォ ロコ ポイケ ワ、 モシ リ エビ ッタ シユサチ ヤリ。 
sonno Ⅰ epunkurnecIkl,uworkopoykew8 ト moslr plttaslyusacari, 
ヤイモト オ ロ エランベ ウテク バ ヤク ン  
yaymotoor‘rampewtekpa【akun ， 
「アイヌア 五 トルウェヘアンフンタ フ ネルウェアン ? 」 
  ‥ aynu  こ ごⅠⅠ eruwe'")he た ⅠⅠⅠ  丘 Ⅰ ta 荻 Ⅰ ee@mwe 田Ⅰ f?" 
セコ 0 、 ヤイ ヌパ ヤッ カ モトホ アナク み 、 アイヌ セ コロ アイス フ 、 エネ ア カフ カトウ オ カ ワ 、 
sekor,y 町 nupay 荻 ㎞ motoho  ㎝№ e@aynu  seko ご ayep,ene 燕arkatu  okawa, 
シネ モト キ アン ベ ネ ヤッカ 、 カムイ オロ ワ、 エネ アプリコレ パ ヒ ネ / カト ウフ ァカ ラ ヒ 
sine  moto  ne  繍 lpe  ne  y Ⅰ化 窩 k 町 Ⅱuy  orwa,ene  apu ィ 甘く orepahin5n0  kamhu  aka す hi 
ネ / 、 オカ ワ 、 ウサトイ ネ /  オカ ヤツカ ウサ ウサ モ シリ コ。 カト ゥ シンナ サ ツカ、 アイヌ モトホ 
n 色no@0kawa,usatoynenookay 無 aus usam0sl 丁 ko Ⅰ ka 憶 smnay 荻 a ら aynumotoh0 
アナク セコ 。 アン ペ ネ ワ クス、 チク ニ アニア カヲ ベアイヌ ネ ワ クス ネオロ カ アピロヤツカ  
㎝Ⅵ kseko7 町lpenewa ㎏ lsu,ciku ㎡ a ㎡杣 [ 館 peaynunewakusun 色 (O で COkaapiroy 出ぬ a, 
ナニ トゥサ 。 テケヘ シネ プ アトウイ パヤッカ オ アッテケアニカ ネプキ エアシカ イ 、 チキリ ヒ イサム ヤッ ；  
@0n 旭 五山 sa.tekehesinep  amypaya 鮭aoatteke 帥 ikanepH  easkay,c № 血 Ⅱ isam  y燕 ka, 
シン リチ イサム ク ニ コラ テ 、 チキリ ヒ アラ ケ イサム セッカ 、 ヘトゥクパ ワ 、 ノン /  オ ヒ ケ ノン /  オ イベ 
sIn 皿clls ㎝Ⅰ ぬ ]nlko ダ acl,cH こ Ⅱ㎡ a す kel5 町 nyakka,he 憶 kpawa,nonnoohlkeno ℡ 100lpe 
ォ ヒ ケ イペ ォ ワ ウワ シテ クニ コラチ、 アイヌ ヵ ネ ヮ、 ネツ ボ コ 。 、 ノン ノ ォ ワ イペ ォ ヮ 
ohlkelpe0  wauwぬ te ㎞Ⅲ koracl,aynu  kanewa,n 色 no  p6kor,nonno  0  walpeo  wa 
ポコロ ヒ コラチ、 アイヌ カ、 ウ ワシ テ 。 
p6korhikoracl,aynu  ka,uw ㏄te. 
ナ ウ サタ ウサタ ナ ウイ マク タ ウィで クタ、 ウ ワシ テ ワ 、 アイヌ カ シサム 力 、 セコ。 ハワシ 
na@usata@usata@na@uimakta@uimakta,@uwaste@wa,@aynu@ka@sisam@ka,@sekor@hawas 
ウ シンナ アイ ェ セッカ モトホ アナク オビ ッタ 、 アイヌ セ コロ アイ エ フ ネ ワ クス、 シネ モト コ D ワ 
15@usinna@aye@yakka@motoho@anak@opitta ， aynu sekor@aye@p@ne@wa@kusu ， sine@moto@kor@wa 
レフ ンクル ネ ヤ ツカ、 シサム モシリ タ オ カ シサム ネ ヤ ツカ、 タン、 アイヌ モシリ タ オカ アイヌ アネ 
repun 又 ℡rneyak 丘 a,sis 町 nmoslr ぬ okasis ㎝ nneyakka,taIl,aynum0slr ぬ okaaynu町 le 
ワ ホ ヤ ッカ ア モトホ アナク ネ、 シネ モト ネ 。 コロ 力 、 カムイ オロ ワ、 アイカフ カトタ ンンカイネ、 
wanCyakka 町Ⅱ 0t6h0 町 lalule, 睡 nemotone.korka,k 町 nuy0rw 軋 alk 行katurenkayne, 
トオフ 、 トゥ ィ マ レ フ ンクル 7 々 ク ヵトゥフ シンナ ノノ 7 ヵ㍉ ァォヵ ヵ シンナ ノ ノ アヵト ウフ ァ ヵラ 。 
toop,tuymarepu Ⅲ k 円几1で 沖 nakkat 廿 nuslnnayno 杣ぬ lr.aok ゑ kaslnnayno 杣 katUhu 杣姐『， 
ヒ ネ コ ロ カ モトホ アナク シネ プネ ワ シネ チクニ オ D  ワ、 ヘトウク パプアイヌ セ コロ アイエ 
hlnekorkamotoho 杣音 smnepnewaslneclkumIorwa,he Ⅲ kpapaynusekoraye 
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婦 になり、 内地と言っていますけれど、 その起源は、 アイヌのほうが 本 
当に先に来たもので、 ずっと住んでいて、 アイヌだろうと 内地太だろう  
と、 外国人、 本当の外国人だろうと、 まぜこぜになって、 国じゅうに散 
らばりました。 
自分の起源がわからないなら、 
「いったい私はアイヌなんだろうか。 何なんだろうか ? 」 
と思うけれども、 もとは、 ひとつのアイヌ (人間 ) というものが、 い 
ろいろな造られ 方があ って、 ひとつの起源であ っても、 神からどんな 人 
に 造られたかによって、 どんな姿に造られたかによって、 ばらばらに 
違っているとはいっても、 いろいろ暮らし 方は遠っていても、 人間のも 
とは、 このようなものでしたから、 人間は木で造られたものですから、 
どこかに傷がついても、 すぐになおります。 手が一本切られても、 片手 
でも仕事が花きます。 足がなくなっても、 植物の根がなくなったみたい 
に、 片足がなくなっても、 植物 力阿申 びて、 花が咲くものは 咲き、 実がな 
るものは実がなって、 ふえていくのと 同じように、 人間も、 そのように 
して、 子どもを産みます。 花が咲き、 実がなって、 子どもを持つよう 
に、 人間もふえていきます。 
さらに外へ外へ、 もっと先へ 先へ ふえていって、 アイヌとか和人と 
か、 いろいろ区別して 言っていますが、 もとはかんな、 アイヌというも 
のでしたから、 ひとつの起源をもっていて、 外国人も、 内地にいる和人 
も、 この北海道にいる 私たちアイヌも、 もとは同じ系統です。 けれども 
神から造られた、 その造られ方にしたがって、 遠くの外国人は 容姿が 
違って造られています。 私たちも違った 姿に造られています。 
けれども、 もとはひとつであ って、 人間というものは 一本の木から 
伸びてきたものであ って、 そのことを話して 聞かせたんだよ、 と、 私の 
16)huml フミと 言 っ 
ているが、 後に語り手 
自身がⅢ we  ルウェ 
と 訂正した。 
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       アエ タバシ クマ   セ コロ   アコロ エカシ ハウェアン ハウェ 72 セ コ亡 エンレス エカ 、 ン 
pnewa   ewpaskumanasek0r, 荻 orekaslhaweanhaweanusek0ren で esuekasl 
ハウェアン。 ワク スフネアフ エアニカエヌ 0 」 
hawean ・ wa@kunu@p@ne@a@p@eani@ka@enu ・ " 
コ : クヌアプ ウン。 
K:kunuapun   
サ :  フン、 ヤクン パクノ クイエ。 
S:hn@yakunpaknokuye. 
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おじいさんが 言ったのを聞いたんだよ、 と、 私を育ててくれたおじいさ 
んが言いました。 そしてそれを 私が聞いたのでしたが、 これを、 あ なた 
も聞きましたね。 
K : 聞きました ょ 。 
サダ モ : それでは、 これで終わります。 
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